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【 投薬 】 

 

２３６ パーキンソン症候群に対するカベルゴリンの算定について 

 

《令和６年７月３１日》 

 

○ 取扱い 

 

パーキンソン症候群に対するカベルゴリン（カバサール等）の算定は、原則

として認められない。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

寡動、振戦、姿勢調節障害などパーキンソニズムを呈し、中脳黒質でのドパ

ミン産生低下が原因である場合はパーキンソン病といい、脳血管障害や薬剤

性などパーキンソン病の原因以外で発症する場合をパーキンソン症候群とさ

れる。カベルゴリン（カバサール）の添付文書の主な効能・効果は、「パーキ

ンソン病、乳汁漏出症、高プロラクチン血性排卵障害、高プロラクチン血性下

垂体腺腫、産褥性乳汁分泌抑制」である。その効能・効果が、脳内のドパミン

受容体に選択的に作用しドパミンアゴニストとして作用するパーキンソン病

治療薬であることから、パーキンソン病と病因が異なるパーキンソン症候群

の治療には不適応である。 

以上のことから、パーキンソン症候群に対するカベルゴリン（カバサール等）

の算定は、原則として認められないと判断した。 
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